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工業製品製造業



技能実習職種一覧（2025年3月7日時点）

工業製品製造分野
に対応

技能実習に係る在留者数
（2024年末時点出入国在留管理庁発表）

合計人数 ：456,595人
赤枠内人数：170,513人



特定技能1号対象 業務区分（2025年3月29日時点）

参考：経済産業省 工業製品製造業分野ポータルサイト



特定技能1号 283,634人
産業分野別割合
（2024年12月末時点）

特定技能2号 832人
産業分野別割合
（2024年12月末時点）

参考：出入国在留管理庁発表



工業製品製造業分野の留意点

 目的：製造業における特定技能外国人の適正かつ円滑な受け入れを支援し、日本の工業製品製造業の発展に寄与すること。
 主な業務内容
・特定技能評価試験の作成・実施
・他言語対応の相談窓口の運営
・試験対策講座や教材の提供
・在留申請・報告書作成セミナーの開催 など

一般社団法人工業製品技能人材機構（JAIM）への加入

 特定技能2号へ移行時
特定技能評価試験ルートの場合はビジネスキャリア検定3級に合格することが必須。
試験対策に時間がかかるので計画的な学習指導が必要となる。

早めの試験対策



技術・人文知識・国際業務

・日本もしくは海外の大学卒業または日本の専門学校卒業

・大学や専門学校で専攻した分野に関連した職務内容

・理系人材の場合：エンジニア職
機械設計（CAD）、プログラミング（CAM）
生産技術、品質管理、生産管理
ITエンジニア、SE 他

・在留期間の更新可（雇用期間に基づく）

・家族の帯同可

在留者数 418,706人（2024年末時点出入国在留管理庁発表）


